
○「ありがとう」と「すみません」は

チョッとちがう○

仕事に遅れたり、人との約束の時間に間

に合わないことがある。やっと到着して、

相手を見つけると「ごめんなさい」とか

「すみません」と謝ることが多い。

よっぽど重要な時でもない限りは、「どう

いたしまして」と言って許してもらってい

る。

人間社会は何かと約束事が多いが、守れた

り守れなかったりする。守れなかった時は、

「すみません」と言って反省し、今度から

は守れるように努力する。こんなことを何

十年とくり返しているのだが、先日面白い

体験をした。

友人のＫさんがやるはずの仕事が締切りに

間に合わず、私が変わりにやることにした。

仕事が終わった頃に、やっとＫさんが来て

少しムッとしながら「すみません」と言っ

た。私は「どういたしまして」と答えなが

ら、２つの疑問を感じていた。

１つ目はＫさんへの疑問。「彼は何故ムッ

としているのだろう。私か誰かに、何か怒っ

ているのだろうか。それともからだの具合

が悪いのだろうか。」ということである。

しばらく観察していたら、どうも約束を守

れなかった事に対して、とても悔やんでい

るというか、約束を守れなかった自分自身

に対して怒っているようであった。

２つ目の疑問は私自身へのものである。

「どういたしまして」と言いながら、私の

心が軽くなっていないのである。

私は、Ｋさんが約束を守らなかった事を怒っ

ているのだろうか？……いや怒ってはいな

い。では、ムッとしていることが気に入ら

ないんだろうか？……いや彼は自分自身を

責めているだけで、私にはすまないと思っ

ているのだから問題はない。

私は答えが見つからず、自分の行動をもう

少し考えてみた。

そもそも私は何故彼の仕事をやろうとした

のだろう。

「締切りに間に合わなかったから」

「彼を助けたかったから」

そして「彼に喜んで欲しかったから」

そうか、私は彼に喜んで欲しかったのだ。

しかし彼は、自分を責めて落ち込んでいる。

私に「すみません」と謝っている。

こんなはずではないのに…と私の心は沈ん

でいる。

私は、本当はどんな展開を期待していたの

だろうか。

＜私が彼の仕事をしている。すると終わっ

た頃に彼がやってきて、「オッやってくれ

たのか」と喜ぶ。そして「ありがとな」と

言ってくれる。＞

そうか、私は「謝る」のではなく「お礼」

を言って欲しかったのだ。彼に自分のこと

ではなく、私の思いや行為を知って欲しかっ

たのだ。

そういえば、私が約束を破った時もいつ

も、「すみません」と謝っているが、本当

にそれだけでいいのだろうか。

私が「すみません」と言う時、当然ながら

主語は「わたし」である。「私が」あなた

にすまないことをした、と言っているだけ

である。相手が何をしてくれたか、何を思っ

ていてくれたかを全然考慮していない。そ

して相手に「許して欲しい」と迫っている

だけである。

「すみません」に対し「ありがとう」は、

主語が「あなた」になる。「あなたが」待っ

ていてくれてありがとう。仕事をしてくれ

てありがとう。許してくれてありがとう。

これからは、「すみません」よりも「あり

がとう」を多くしようと思った。

今まで、いつも反射的に「すみません」と

言える自分を「いいヤツ」と思い込んでい

たが、自分を中心にしていただけの「あり

がたいヤツ」だったのかもしれない。
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